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第４分科会 自由論題 

【報告】 粥川裕平 ［過労死防止学会第１０回大会 ２日目  202４年 9 月 1 日午前］ 

 

 

平均的労働者論の誤謬 

  粥川裕平 かゆかわクリニック・名古屋工業大学名誉教授 

 

《報告要旨》 

 

 1984 年の東北新幹線上野地下駅工事の際に、設計技師が反応性うつ病により自殺未遂に至っ

た事例が、日本で初めての精神障害の労災認定であった。新聞の一面に掲載され、「これから日

本の職場におけるうつ病と自殺の扱いが大きく変わる」と指導教授が感想を語られた。精神障害も

労災と認定される可能性があることが示された判例を通じて、労働者のメンタルヘルスに対する理

解と対策の重要性を新たに認識させるものとなった。   この事例以降、労働環境の改善や労働

者のメンタルヘルス対策が一層重視されるようになった。それから 40 年余りが経過した。過重労働

やハラスメントによる自殺も労災申請されるようになり、その都度、認定基準も検討されてきた。 

2015 年過労死防止法、2022 年ハラスメント防止法が制定施行された。長年、「平均的労働者論」

が、認定の桎梏となっていたが、2023 年の認定基準で、平均的労働者論は撤廃されたかに見え

る。果たしてそうなのか？ 過労死防止法制定から 10 年目に当たる第 10 回過労死防止学会でこ

の点について深く掘り下げて検討したいと思う。    過労死・過労自殺認定で長らくこの国の労

災認定を後退させてきた「平均的労働者論」の誤謬について、諸文献を踏まえて批判的に考察す

る。 

 過労死・過労自殺認定は、遺族補償はもちろんのこと、その後の過労死や過労自殺の予防に繋

がるものでなくてはいけない。過労死・過労自殺の申請件数が増えているにもかかわらず、認定率

が 30％以下になっているのは一体何故なのか。それは労災認定基準に「平均的労働者論」が盛り

込まれていたからである。日本の認定基準に追従した韓国では、一挙に認定率が減ったことが問

題となっている。2023 年 9 月 1 日の認定基準改定で、その問題が解決したのか否か、まだ予断を

許さない状況と判断されるので、今回、報告することにした。 

＜発表要旨＞   

 平均的人間、平均的労働者は現実には存在しない。にもかかわらず存在しないものを想定した

パワハラうつ病、パワハラ自殺の労災認定基準は、論理的にも形式的にも完全な誤謬である。可

及的速やかに、平均的労働者論、同種労働者云々の文言を削除し、パワハラ規定を改定すべき

である。認定基準は補償に、そして認定事例を通じて予防に繋がるものでなくてはいけない。「勝

手に自殺した」という冷酷かつ無慈悲な労働行政では、故人も遺族も永久に浮かばれない。  そ

れは「平均的労働者」を「同種の労働者」と表現を言い換えても、その非論理性、非合理性、非科

学性は全く変わらない。そうした非科学的な思考や論理を振りかざす「学者」諸氏が、労災補償審

査会の委員を務めているこの国の労働行政はお粗末極まりない。  司法では「もっとも脆弱なるも

のを基準とすべし」という画期的判例もあるが、平均的労働者基準説との対比で、本人＝被災者基

準説を主張することを怯む傾向があったことは否めない。遺族・弁護団も「平均人」仮説に幻惑・翻
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弄されていたのではないか。 精神科疾病論は、IQ の平均値に基づく知的障害診断以外は、一

貫して本人基準説であった。ちなみに、IQ140 の人が認知症になっても、初期には IQ120 と正常

範囲のこともある。認知症も本人基準で診断されている。 ニューロダイバーシティの時代に、個々

の人間、個々の労働者の尊厳を大切に出来ない労災審査会の検討会は、その見識が問われてい

る。雇用促進法、発達障害者支援法、過労死防止法などとも連動して、過労自殺労災の認定基準

もまともなものに改訂し、同時にハラスメント防止法も現実に即した内容に改善すべきである。 

  以下の諸点について検討を加えたい。 

 

① 精神障害の労災請求件数は増加の一途なのに、認定率は 30％以下に留まっているのは、 

一体何故なのか？ 

  

 

② 過労自殺の認定基準は本当に改善されたのか？ 

  

 

                                      
                                      
                                      
                                      

                                         
                                      

       

                                      

                                      
                                      
                                      
                                      
                                      
                                      

        

                                      

                                      
                                      
                                      

                                         
                                      

              

                                      

                                      
                                      
                                      

             



 3 / 6 

③ ストレス脆弱性モデルの労災認定への適用や援用は、適切で有意義か？ 

 

 

④ 精神医学の到達点：今日の精神医学的診断はどのようになされているか？ 

 発病前の業績や適応のレベルに関わらず、元々のレベル（正常）から低下して、疲れやすい、趣

味が楽しめない、不眠、抑うつなどが出現したら、うつ病（異常）と診断される。うつ病の生涯罹患率

は男性の 10％、女性の 20％と云われており、2030 年には、人々の生活に支障を来す疾患の第一

位になると指摘されている。  

  

病いは個体と環境の関数で発症する。遺伝子 100％のハンチントン病を除けば、遺伝要因の比重

の高い統合失調症や双極性障害でも遺伝と環境が五分五分。うつ病は、PTSD のように外傷的体

験 100％ではないが、ストレス要因（過重労働、ハラスメント）が強く関連する。精神疾患の診断は

精神と行動の障害、つまり症状論レベルに留まっており、現象論である。客観的検査所見で診断

できる精神神経疾患は、ナルコレプシー（オレキシン欠如型）、認知症（アミロイド PET）、それにて

んかん発作がある場合のてんかん性脳波異常くらい。高血圧のように平均血圧と比べて、収縮期

も拡張期も高い場合には高血圧、知的障害のように平均 IQ（80－120）より低い場合に IQ70 以下

で知的障害と診断される「平均値基準」説は極めて稀。適応障害、うつ病等の診断の際に、同種の

労働者がどのようにストレスを感じたかなどと、平均的人間論で検討することはあり得ない。むしろ

Person-centered psychiatry（人間＝個人）中心の精神科的ケアが主流になっている。 
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⑤ パワハラと指導の違いを明確にすれば、同種の労働者など持ち出す必要はない！ 

  

パワハラ防止法では、パワハラをⅰ) 優越的関係を背景とした言動、ⅱ) 業務上必要かつ相当な

範囲を超えた言動、その結果、ⅲ) 就業環境が害される。と規定している。ⅲは、パワハラの結果

であり、労働者の反応は、欠勤、遁走、退職、うつ病等の発症、最悪の場合に自殺などである。映

画「ディスクロージャー」のように、自分で誘惑しておいて、セクハラで訴えて相手を陥れるようなパ

ワハラも兼ねたような策謀であれば、どちらの言い分が正しいのか、審判も必要になるだろう。しか

し、自殺という取り返しの付かない事態に陥っているのに、平均的労働者云々は、的外れも甚だし

い。 

個人の尊厳（人権）を侵害する発言そのものが、パワハラである。 指導との違いは早退、欠勤、

休職となるか意欲的になるか否かである。うつ病を発症して自殺したというのに「同種の労働者がど

う受け止めるか」などと脳天気で薄ら惚けた言辞は、死者に鞭打ち、遺族を冒涜する完全に誤った

規定で、労災補償審査会の見識が問われている。即刻廃止すべきである。職場における指導とハ

ラスメントの違いについて、自殺した労働者の主観的感じ方ではなく、同種の労働者がどう感じるか

（平均的労働者論）は、恣意的にハラスメントの判定を減らし、労災補償を回避する国家の労働行

政そのものだ。つまり、「ハラスメントで自殺するのは労働者個人の弱さなので補償不要。パワハラ

にも負けない強さを持てば良い」とする切り捨て論と事なかれ主義ではないか。それでは、ハラスメ

ントの予防に寄与することはない。 
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⑥ 平均的労働者は果たして存在するのか？ 
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結論 
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